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明治・大正期における国産品使用奨励運動とその所産

一一日本におけるマーケティング概念場入との関係性を念頭において一一
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iiij稿 1)においては. 卜|木産業界へのマーケテ

イング概念の紹介 -導入を産業合理化 ・企業合

理化運動のなかに位i行付ける必要性を説き.そ

の|具l係性を明らかにした。ただしその運動

は，臨時産業務談会第 l回総会で‘のiJi，口首相の

挨拶にみられたように「一円に産業の合理化と

1) i日本におけるマーケテイング概念の初介導入
と合型化illiiJi)JJrfiu科大学経営や論集』首}56巻
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111しましでも，;!tの純聞はL'iJiる広汎でありまし
て.企業の統fljlJ.製品の規格統一及びlj1.純化.

阿佐品の使用奨励.基礎産業のfJ'(i1立.科学的管

国経常法の実行.試験研究機以!の幣1lili充笑 1坂

yむの合連!化.原始産業の経営改粍.産業金融の

改EJ2)など多岐にわたり .いまだ全符が十分
にj切IYJされていないものもある。Ijij制て・マーケ

テイング概念への接近の機会のひとつとして位

向づけた「国産品の使川奨励i すなわち国産

(品)愛用述1lij]3)もその一つである4)。

IIrlキ11初JUJに始まる悶産愛川迎動の概要につい

ては，社会同 ・臨H寺産業合理IU口jがH日午116年に発

行した f国産愛用運動概況jなどで隙認するこ

とができる。 しかしながら.その巡!fOJの細部

2)通商産業省 (編)r商工政策史第 1;径総説
( 1:) J 商工政策史刊行会 IItl利 60~1~ ， 129ペー
‘' :ノ。

3)この:ill![r)Jについては ii、令上定められた名称が
あるわけではなく 図産品愛lIlilli!liJJ，1'lililE愛m
.illi卸Jなど複数のi呼称がある。本航では，この巡

似Jの'1'心的推進者であった社会同 ・臨時産業合

J~U，，)がIItlヰ116 年に発行した flî\1応変lIl ill励概況J
の表記にlit;い.この箇所以降の本文'1'では.民L
WJ. l!!lilff愛JIj運動という表記を111いる。ただし
r1'1i1 j)fJ i 1玉lilE品Jí:足~)Il J í í~!l ljJなどの区別が

必袋な場合については.このI!Uりではない。

，， ) iil¥tliijの運動について正而から取り上げた研究は.
1'\兄の1lJ~り多くなく.元以 i:;( - f!lí ， ，¥':j坂健次
il'fililrI品キャンペーンJ(小illi災後藤)'1，夫.吉
|品IA'制 ri通史J1:1本の科学技術J(tt 3巻)，
1995 ::p:，第5i5ii-6)が近年の代友的研究の l
つといえ よう。ただしJJ!.u:，i尺JI・1ミ.1.¥:によっ
て illijilrI，¥1，没HJilli動の民IJfIとjJ;j主J(fHIII大学パ
γへ研究奨励金 I-A-2)のテーマで研究がilliめら
れており守全作解明は大きく進むと考・えられる。
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や.その迅b!TQJがM的等を達成できたのか.どの

ような彬轡プJをもちえたのかといった所肢につ

いては， fylJえば.同産品の使用率等にどのよう

な変化が比られたのか.その後の日本社会 ・経

済や日本企業のあり }jに何らかの影轡を与えた

のかについては.不明な点が多い。そこで.戦

前の|五1i1i'f愛川:illi動の発生 ・展開が.マーケティ

ング概念の紹介 -時入に何らかの影鮮をもつも

のであったのか.その可能性を経営史的に掠る

ことを訓組とし.紙帽の関係上.本杭ではま

ず， IIrWl jii~lìíjJUJの問産愛用運動につながる ， IljJ 

i台・大正WJにおける運動5)に範囲を限定して.

取り組むこととしたい。

1.国産愛用運動の萌芽

i後!日jの問産愛用運動は.一般には.産業合理

化運動に誘却されるかたちで展開された昭和前

期のものを指す。 しかしながら.岡産品を愛川

させようとする機運や.組織的な取りおlみは，

それ以!日jの|時JUlに既に発生していた。IlH手IJ5 (，I~ 

頃に「商工大I~~rt臨時産業合理局長官依係一氏

が各地に於いてなせる講演jのなかで il財産愛
用はiたして今円に始まった問題ではないのであ

りまして.従来より我国官民が熱心にl山部した

のでありますJと述べているように.その迎ll9J
の削減はIl(l布15年以前の時代に既にあった6)。

l 国産愛用運動の起点、としての外国品購求規

則

臨時産業合理局や社会局の認識では.その運

動のil::I搬は.明治 12年頃の出来事にもとめる

5)木前で取り扱う明治 ・大正期の逃動については.

II[jAllli¥lGliiIJUJのl五l雌愛mjlli![OJにつながるものとい
う立場をとるが.それらは国E産E愛m日i巡進!['1動リ拘Jという
J灯JllじiJ泌!担俗!苦が一紋化するI前i泊tのものであること. またIYJ
i台・kiEmlとH(j布i戦liiilYlとの述いやつながりを
浮き彫りにするためには当時一般的な日予防;をIIJ
L、た)jが(j効であることより.r国産品使m奨励
迷動JというffI~Ifを本稿のタイトルにmいてい
る。

6) f1{fA:ー{述)r不tit気打IJ/.Iの線本方策:生産抑止
U ，\.'.!取~I~ ii'jï~ 行は国産愛用』臨時i!i'l~~Jlll}..j，

IIn平115 11:， Ir:文および7ページ。

ことができるという。まずは.何を以て. 明治

12 (，1;. g'lの/1'1;長引をその述動の削減としている

のかを以下で確認しておこう。

我闘に於ける困産奨励運動は明治十二年I1l

より起こったものである。日1Iち西商戦争後:の

抜同の産業経済界は貿易の逆調.経済界の不

振.政府財政の|生l総等に依り前途J~[るえli制の

状態に陥ったので， 11与の政府は所要品に対し

11¥来る|以り1111産品を充JIJする方策を樹て，*¥・

に外!宝l品J!昨xl係を設け.政府用品にして巳む

を得ず外|五l品の購入を要する場合は外問品購

買係に協議せしむること、したので.我凶の

国産愛川連動は此の時に其:の端を発したもの

と見てよいであろう 70 

このように.明治 12年頃の外国品購口係設

i世を， 1豆Ijlj'i.奨励運動 (国産品使m奨励辺助)8) 
として.あるいは「国産愛用運動Jのil::I源とし
て.位置づけている。

しかしながら， r日本法令索引〔明治iiirJVJ 
編)Jデータペース9)や.その編集過程で作成

された「官命IJ治市表(本体図)Jで確認する|決

り. i外国品l!昨日係Jの文字は見当たらない1010

7) 柏会応 ・ 臨時産業合~l局編 f国産愛j日運動概況j
昭和6{I~ ， 1ページ。

8)臨時従業{tJlIU;;j(;j: r国産奨励運動Jと呼んでい
る 本文で後述するが「図産奨励Jは， 1111 i!E品
の佐渡奨励， fil T.E品の使用奨励.国IlEJ古の輸/1¥
焚!劫などの立味を含む。 臨時産業合理J~がここ

で指摘している明治 12年頃の出来事は.このう

ち匝|産品の使IIB定励に限定されたJflり組みであ
るため，ここではより正確な意味である rlKI産
品位川奨励jという表現をiJf:記しておく。

9) 1867イ".10JJから1886{ド2JiのIiIJに制定された
法令のオ;引il'I械が検索できる国立凶会凶，'rfi.1'!拠
fj~ のデータベース (http : IId，~okall . lld l. go目jp/

ScarchSyslindcx.pl) 

10)この本体凶 (http://d吋okan.ndl.go.jp/ScarchSys/

cnkaku_H.pdfllvicw陀Cl=230、6.0.85)については.

作成釘が「日制i台市表J(表紙面図 http://da-

jokan.nd I.go.jp/ScarchSyslcnkaku _lop.pl)のrl'で必

明しているように.作業用に作成されたもので

あり， r各官院省l支あるいはその縁日深の設ii't. 
JiaJI'.について.第一次資料に依って逐一検ぷ 〆
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表 1 í外 1-1品目時ボJ:ll llilJに|則わる主~il令一覧

!ji:;令11 純類 .1骨りー il;令名 111li .J5 

M 13.2.7 太政1!f第11Ij-述 外1111仏跡;ltijl.lIiJ
M 13.8. 13 太政官第41号述 外|玉|品購:;J<:JMWJ'1' jJ}lJlI 第 11~.の改正

M 13.9.20 太政干(第48I;-j主 外i五l品向~~;J<:JJJ.lliJ '1' jJ}加l 第II ~;-の改正

M 14.6.28 太政官第58-1y述 外IJiI品目昨:;JとJJl.lIl]JftJI' 第11 )~ーの ，j~11 .. 

M 13.2.25 大政干?乙第 10I}述 タHIiI"II'ol!l'j;Jとl削及子統
M 13.4.7 大蔵γ;帯外迷 AIi~&'(ì'I'外|民1 ，'II'''~''.JI主:m，&ii'(
M 14. 7. 8 大蔵'(i乙約 15'I)'j主 外|ぷl品l出，JI主41ト.W.I，iJj!I'j;J<:J削投手統廃止 乙~ 10J，).. /1'1'外の出l卜.

於テl附及

M 13.4. 15 l塗~1[1'îj童乙第23-rjト述 191i合卜で 11ミ l交 r.n 'l'外Ik"\I，PJ~求J，，!.f!'t抑留住J~

ル113.6.30 陸軍符遥乙第46:j'j茎明治 1-竺 11:.1従外 IJ.I 品~，Y~;J<: )j 述乙~23 ~;.で参，(ì'指ぷ

M 13.9.4 陸軍省i主乙第58号.i宝外|王l品lλJfl!!ii'Ciijj、物品梢i;りJF主主 述乙寄~46 ~}で君主行指示

M 13.9. 10 陸軍千ii主乙第60~'i主 陸軍'(jニ於テ悦'lL外Ikl品餓求三}I・大合l'町商会ト紡約案 述乙寄~46 ~}で参イ7指示

M 14.2.19 〔陸軍省〕房長辿述 (19Ji台十'=:il'込乙第六卜り 述乙第60J，).の修正
一条f!l mJ見i~tlニ付 11:ぷ〕

MI4.3.22 陸軍省逮 〔限11111外同，¥，'，P.Piボニ{・]'，:':jl日間会ノ;j，lJi主ヲIHI!日;ク〕 連乙~60 りの改正

M 14.8. 13 陸軍省主主丙第 17サi主外凶品購!'l方 述乙第60りて与参イ}指示

M 13.4.6 開拓史i主 外国品目品ボ11十i反JQlIlJ

M 13.4.? 開拓史i笠 外l玉l品購求係ぷi:'i.

11¥所)rll4正法令索引〔明治前期制)Jデータベース (1-1川司会|支HI}館-t，'UJthllp : /!dajokan.ndl.go.jp/ScarchSyslindcx. 
pl)より作}JX。

il:)み;ぷはキーワード「外11¥1品jの検オ;結決36il;令のうら.i法令沿'''I'i:Jが記されている五民主:i}パT，および.
その:ill~なjよ令で「参イワJ が桁示されていゐもののみを 』i己>Iili. している。

ただ.ほぽ同年代に. 上記と同等の業務を~ll う

;百1・Hーが設位されていることはよJf実である。rr... 
制的o'f-.}i.(本体図)Jでは.明治 13年.大成/(i

に外1]¥1品調度掛が設けられたことが碓E訟でき

る。さらに 『日本法令索引 (lljJ治liiilYJ編)Jデ

ータベースで 「タト図品Jをキーワー Vf食紫する

と.この他にも.明治 131F.IJHu史点以/1'， ~J~ 

所に外国品購求係が設けられたIjJ‘実や.同 11~ .

|桜1JI'riに外国品購求手続l仮調委μが笠場したlJf.

実を確認することができる。これらの前!fVJの全

作を1;11る資料は現時点では見つけられていない

が.これらの設i丘や役'，IIIJ の概~:.断片i'1(J な前仰j

については太政官述.大政省述. 1笠lli.1ij主など

弁髄it令より目 うかがいま11ることができる(ぷ

l参照)。

したものではないから あるいは正慌を則して

いない部分もあるかと思われるj ため， この4~

1本凶の確認をもって.i外l五i品勝目係Jが({u:し
なかったとは断2できない

2. 外国品購求規則の制定

表 lに示されるような.外凶品のJWtilをめぐ

る官庁内での動向については.これまでほとん

ど知られることがなかったと思われるので.整

理しておきたい。

明治 13年 2月7凶. r外国品J!IIt:;R規WJ 別手~~ノ

通キ11定候11条名i=Ylyニ於テ該品購求代価liノ支出十

二三年度以降二係ルモノハ者11テ布規則二道ヒJ&計

フヘシ此旨キ11連事 〔ママJjから始まる太政日述

(第 11号)が発せられた11)。この外IlilJhYt;R規WJ

は，太政官述として発せられたこと.rれ'j'CJy
ニ於テ...此骨折|述4Ji.C""Jjの表現からもわか
るように 12) 官庁内に限定してilf(進された取り

11) r法令会J; 明治 13{loJ内ISI'i'f判{}.. j. 343-344ベ
ージ・ l至l立問会開il~fiP.デジタルコレクション

hllp: IIdl.ndl.go.jp/info : ndljp/pidl787960/211-
212。
12)太政千f，(Ii第254J，;-(19灯台6ilミ7J J 18 11)におい

て.i作rt7J..1in IU! リ迷~I~結文例j として . i此
旨111i童候 JI~J または「此行可桝l心f!;.似 )I~Jとii::め
てし、る<r法令会 II~: IYJi台6:l1'J 1人11)¥1行判{}1Ij， / 
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組みであり .11日和初JUJに始まる国産愛川jlli動の

ような.国家全体で.Jft進しようとした取りおlみ

とは異なるものであった。

具体的な規則については.第 1:条において

「各官庁二於テ外IJiI品ノj!itボヲ要スル時ハ

…・大蔵省二qJ立テJることがまず規定され
た。続けて第2条において，そのiドし立てにあ

たっては「各官庁所~ノ該物品ハ実際他JTJ年度

ノ六筒)-J前二該年度"，総'，I，;:)fJ，¥hノ概算3ヲJ必

要とする こと.あわせて「所問ノ事ItI挫ニ磁

~i. hl数其i也必22.ノ{午々ヲ詳記シJたものや.
rlt搾類二l衣テハ村'I'MナJレ絵岡而.雛形若クハ

見本及ヒ説明汗等Jを添付することが規定され
た。そして郁3条で.これらの書類等をもと

に.rJ:t物品ヲl!降水スヘキJ也腕求の約係.述
搬ノ方法.品位ノ良好，自lIi他ノ?;:jf止.為換ノ不IJ

再等ヲ計;議Jするために「大j政省二於テハ北テ

外出品調度ノ主任広ヲ定メii'tJくことが脱定さ
れた。また.この評議にあたっては 名行)yの
-1:.任官も「大路約外|五I""，，;vMJ立主任官卜同ク制度

の評議二部カ lレJことが節4条で規定された。
そして r.rrTI!iノ所民セル外国品購求ノ代制liハ
大蔵省二於テ各庁経ï~"r，nl人l ヲ以テ直ニ之ヲ支

払フモノトスjの第5条で締めくくられている

〔傍.'.I.~宿直・}。

つまり，国産品の佐川や愛用をiiij而に掲げた

取り組lみではなく .輸入外国品のl溝口を制御す

る取り組みが始まったのであった。

3.外国品購求取扱手続の制定および外国品調

度掛の設置

「外国品購求規則」を受けて.r詳細ノ儀Jを
規定し発せられたものが.明治 1311~ 2 }-j 25 

U の大蔵約乙第 10 号述「外l-lil品購求J~f投手続J

であり 13) 明治 13年4月7Rの大政手i1香外述

364ページ:(司 ，1.(.1会問JF館デジタルコレクシ
ョン htlp: I/dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid17879531 
257)。
13) r法令会，'f IYliti 13 iドJIJ..) 1詰lii報局. 1072・1076
ページ (1卦立|司会!i(IMi1iデジタJレコレクション
htlp : I/dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid1787960/586-

588)。

「大蔵省中外国品調度掛設前」であった I~) 。

「外国品I!lIF求J~扱手続」では. r名J'r"，M JIJノ外
国品......l!昨求ヲ取扱フカ為大政省ニ於テ主務ノ

局 ヲ世キ其吏只ヲシテ該件ニ問スルー切ノ ~J~務

ヲ担当弁理セシムjことが確認されている。そ

してここで初めて.購求の対象となる外IJiI品が

規定されることとなり .r専ラ外l五lノ製造二係
リ内外地ノ別ナク販売ス lレ物品」とされた IS}。

つまり. 1!I~n先がU本企業であったとしても .

外国企業からの直接続買と同等の.r弁理」 と
いう制限がかかることが明示された

そのうえで.大蔵省で行われる弁理!の内容が

「見積書ニ就キ先ツ物品ノ資質及ヒ所要ノtF山
等ヲ査Mx~')辻シ若シ代用シ得ヘキ|人H主1M，アルカ

或ハ他ニ相良利便ノ品額アリ卜認定スルトキハ

該庁へ協議シ之ヲ取拾スルコトアルへシ (1事l.(

:rt者JJと.具体的に示された。そして. この条
文を通じて.初めて.この外岡品の購nにIYiJわ
る手続きが.同産品の使用やl!昨nの奨励と結び
ついていることが明示された。

その他は， 先の「外国品J!IIt求凱lIlJJで大伴が
定められた.外国品I!PF求のためのよ4和JFにl刻す

る詳細や弘樹舎の雛形が示されるにとどまっ

た。

この「外国品購求取扱手続J決定の後.大蔵

省内に「主務ノ局Jとして「外岡品調!度掛」が
新設され.同省の権大書記官であった長|品l義之

がその「掛長」に就く こととなった そしてそ

のことが大蔵省番外達「大蔵省中外向品調度併

設置」を通して伝えられ.制度として一応の完

成をみた。

ここに完成した制度は.各官庁における輸入

外国品の購買を大蔵省(外岡品調度掛)が制御

14) r法令全作明治 13年JI人JOO'i'i報局.1133ペー
ジ(JliI\L同会閃~~館デジタルコレクション htlp:

IIdl.ndl.go.jp/info : ndljp/pidl787960/616l 

15)どのような外悶品を忽定していたかについては.
同述中の「物品概日jからうかがい匁iることが

できる (r機使煩Jr金具類Jr織物矧Jr地金矧j
「兵器結iJr殺13iJr.!:H伏矧JrM物mJr柴H[~iJ
「21:絡まnJr雑品Jが，この航でlifJ示されてい
る)。
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するための制度であったと同時に 回路川の使

用 ・購nを奨励するための制度という 11[111師も1)[:
せ持つこととなった。

4，各官庁への波及

「外11<1品購求規日IJJf外|五!品J!I~;Jとl~扱手~:，téJ な

どの制定は. 大蔵省の外I~" 品制度HI' と小11;.J"す

る.外I'KI仏を購求するII[IJの官Ii"'にも変!Jiを;Jとめ

た。ただし.資料的に説付・けられるものは|以ら

れているため.以下では|様車学?に限定して1(，)

その変9iなどを簡単に見ておこう。
「外 11\1品購求l~扱手続J などの制定にともな

う|控W'tiの変化 ・対応の様子は，1盗隼ヂIJ主乙部

46 ~;述 flYJ ifì十三年度外国品脱水方JI71で fí{i[，i!c!.

することができる。

そこではまず「陸軍省前)Ij外|到品購求方向条

件ヲ以テ陸軍卿ヨリ大蔵卿へ照会Jしたこと.
そしてその結果「大蔵省外l王l品調度掛長トド根市

行外同品目/~求手続取調委J~ ト十三年度lfルJ<: ，'u'，ノ

悦ニ付協議jしたことが記されている。つまり

「外11<1品JI/lt:>Jとj附投手続Jに従って清々とT続
きが進められている様子ではなく ，lfil1J立をめぐ

る交渉 ・協議の様子が記されている。

そして.それに続く形で.協議結果5条がJじ
されている。大半は手続きの詳細を詰めたもの

とI fえようが. この中には f l臨時至急ヲ~:スル

物品ハ陸軍各Jrニ於テ直ニ之ヲj:(緋シ必亦追テ
)('1説省ヨリ回付スへシキ拍:鋭ニ{放ヒ;tt:1時々 fl<行

スへシJとの条文も合まれている。つまり J凶
;il~.のJ!持求~扱手続きに|権*1々が従えない点があ

ること.別言すれば，大蔵省外岡品調度掛によ

る f1f版考対」やその後の協議を待てない外1KI 

iT1のJI，/It求があることが.協議の過程で泌出した

のであった。

16) IJfWi ~とについては. 外 I，~I 品l!恥lと係が設 íi't された

'jfjfをIi{ti認することできるが.衣lに，:eしたIJII
行i~とiliのなかで. それ以上の特併すべき 'fHI月が
必されていないため.色、Iii'(lした。

17) r~L1t会，'r- I!fJi台13
'
I'J 1人'JI~JB 羽(}，，). 1283・121'14

ページ(同立国会陸1，1:'fifiデジタルコレクシ ョン
hnp : I/dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid1787960/691 -
692) 

'}tするに. f外凶品購求Jj財投手続Jなどのilil1

J丘には.外|司品をJWt求する!日11の1守口ユに. 少なく

とも陸軍省に不利益を生じさせるような制度

1-， '述問上の問題が残っていた。そしてこのよ

うな制度上 ・連川上の問題を抱えたまま.その

問題解消途上で.いわゆる flYJ治 14年の政変」

の前rl-'のIY1治 14:.I~ 6月28日に.太政'i':'節58

U述「外凶品J!/IPJUJ，l.W1廃止J18)が，明治 14:'1' 7 

J1 8日には大政約乙節 目号・迷 「外1'lil，'II'"W，1J立41'1・

，l(~ Ifi1 j!持求l~扱手続}j~ 1上残務ハ報~!;. ;1~~ニ於テ取

扱J19)が相次いで発せられ.輪入外l叫ん1の J!lI~'C( 

を制御するための制度はわずか 1"ドrもたたな
いうちに.その姿を消すこととなった

JI.局所的運動力、ら全国的運動への伸展:

国産奨励会の創立

1.国産奨励会創立の動機と経緯

外国品P.llf求規則の制定とともに比られ始めた

い|産品使用 ・附nへの気速は i言斤・ ・政府|人lに
とどまるものであったが，大正JUJに人るとその

外へと拡がっていった。産業千n'l\化'Ii~aj~会の;出

品によると.その拡がりの霊安な契機は大 II~ 3 

"fの凶産奨励会の創立であった20)。
内l湖il:;記rT';長や古'1'1tiJfII-lj官をHt任したよf<III}&: 

1， tによると.同会の創立は「本年 [大正 J11'.，荒

川Ii足〕春tiUより .f輸入は超過して児大なる

jU'iは流失する悲t1Uを変・う平IlJJJjd，1. 止り1:守

i[，大谷嘉兵術.釘・沢j原次郎.Jrlj!H¥Jや段1m務
省の|刈U'尚iX}... 1長.鶴見左官級商.rJ~ I~県民らが.

その悲境をj悦するために fM，)TJ電子修なる外|五1，'，7，

を排し.之に符る可き内凶品を奨励して口弘の

逆i将lを防ぎ.併せて国力を{fl'張せんJとの思い
から会合をよIIね。そしてこの動きに「似に，涯を

|日jうせられ」た渋沢栄ーや'1'野武75・らが}JIIわっ

18) r法令全，'r- 191治 14 11::J 内 I~J1HI!J..] ， 221'1ペー
ジ (1孟l立l司会1:.:.!J..IHi'iiデジタルコレクション hnp:
IIdl.ndl.go.jp/in fo : ndljp/pidl78796 1/145) 
19) r法令令官I~ 明治 14i日内 r~Jr ftj{ J，，). 494ベー

ジ (11\1 なl司会|立1~1::ñnデジタルコレすシ ヨン hltp :

IIdl.ndl.go引がinfo: ndljp/pid178796 11289) 
20)社会J，，). 臨時産業合理HJ，，)編『伊l 過~'.i't1I1ill!動慨i兄j
nrl羽16年. 1ページ。
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た結栄であった21)。

彼らがどのような経紛-で参集 ・会同したかに

ついては. 上記の当事者らの言葉で語られてお

らず正確なことはわからないが.ft商務次れで

あった上山満之進の語るところによると.r ' J ~ 

の発端は今春大正博覧会開催中. 平 111 ・ ~!hl~ . 

武井 ・村井 〔吉兵衛晴名['1iIT足〕 ・杉原、{栄二三{!JI.'I't /'i 

紛足) ・ 大谷 ・ !~.町・などの諸氏が会合の |慌

，談{国々国産品の使灯!を奨励するのf41に

及J22)んだとのことであり.平山成信のいう時

期と重なる束京大正博覧会開催期間1'1123)にそ

の参加にともなって参集 ・会同したことはほぼ

間述いない。

そしてここに参集 ・会同した人々が「此の11

的を達するに必要なる一間体を組織すべしとし

て一案を作製Jし「五月 中旬同志の一人」が
t山満之進良商務次官に賛同を求めた結果.

「其の趣旨の是なるを以て早速賛同の古:を去し

大illi良相にも諮る所あか結局本学?内に於て改

めて発起人と協議することとなり.三 ・凹川会

千干の後J.政府による経11(tili J.t}Jを取 り十J'け
た24)。
その後.大正3i~ 9月 16EI.平山らイi芯と

民間務省がまとめた設立趣意等の原案に対し

て.より広く .大所高所より意見を求めるため

に.また国産奨励会のおIJ立について協議するた

めに.渋沢や中野・ら日1'1な財界人 10rl松j立が

政商務省に招致され25) その場において目ほぽ

21) r!I'I旨に凶jえる国産奨励会J 神戸大γニ経済絞I:;~. ，ぽ

究所新聞記事文w.r読売新聞J1914.10.6 il't 
業 (一般)(0ト015)。
22) f!Jililr奨励会進捗知名災業家協議Jrljl外 If!j~

新報j第 10203号. 1914年9rJ 1711 ('Ii1I"1行

制『渋沢栄一伝記資料J~ 56巻.渋沢栄一(.L;J己
資料刊行会. 1964 ~ド . 280ページ)。

23)点以大正博覧会のIJllflitは句大正31}::.3 Jj 20 11か
ら同年7月31日までであった (東京大正問覧会

案内編戦局編著『東京大正博覧会縦覧後1人IJ文

洋社.1914年 iページ)。

24) r凶産奨励会進捗知名実業家協議Jrl11外jffi;r~ 
新村u 第 1 0203 号 19 1 4 ~9 月 1 7 日 (屯 1"1 11:

編 n~l~沢栄一伝J己資料J 第 56 巻.渋沢栄一{ム!己

資料干1I行会. 1964年.280ページ)

25)大正3年9月 16日の協議の場に招致されたのノ

原案のまま.創立実現に向けての手続きを進め

ることが決め られた26)。そして. l'iJ年 9)-J 21 

nに「凶産奨励会発起委員会J. 25 11に「凪産
奨励会創立委只会J. 29日に「同産奨励会委員

会J. 10月 13日に「国産奨励会総会ニ対スル

準備会J. 10 H 15日「国産奨励会 〔総会.官朽・補
足)Jなどが矢継ぎ早に開11日される迎びとな
り27) これらの手続きを進めていく段!併で.渋

沢栄ーやII.llIFf'武営が凶産奨励会に大きく附与す

るようになっていった28)。

2.国産奨励会の大要

2・1. 臨時産業合理局の認識

では.この国産奨励会とはいかなるものであ

ったか。まずは.国産奨励会の創立を「同産愛

用運動の沿革jの節目として位置付けている臨

時産業合理局や社会局の認識 ・説明を確認して

おこう。

-医l:illiの進展に伴ひ. IYJi台一:l'三年関税

椛の恢復運動となり.次で保約. 1則税舟:の改

正を見目本手11産業界はi羽i(火発泌するに主った

は.t;lfi尺や中野の1也.三百JJ禰太D1;.近総j旋平.
大会百八f!11.羽吹英二.fE川.0.'le. 11'，川千7iDli.
TI:f-tîlí左í~f1)[1.安田善三nJl. 浅野総一日11であっ
たが.このうち渋沢，近政.fE川 • f品村の4*'1 
カf欠I，Wしている

26) r国産奨励会進捗知名1"起業家協議Jrlj'外間業
新fUJ ~~ 10203号. 1914年9JJ1711 (竜門社
編 f渋沢栄一伝記資料j第560・.渋沢栄一伝記

資料刊行会. 1964年.280・281ページ)d

2i) r集会日時通知表大正31ド(渋沢子ftV支所必)J
(竜門社編『渋沢栄一伝J己資料J ~ 560 渋沢
栄一伝記1ff科刊行会. 1964 11'. 280ページ)。 な

お.会議の名称については. iiii時の新llfJ，l己 !J~~i;

と!!日らし合わせると.正式なものはなかったと

推終される。またこれ以外の会ぷもIltlflliされて
いる。

28)創立までの手続きは 16 Uのf6&"j'tの均において
41凶5された 3名の設立準備会μ.武j川1:ノ六，七守.
沢う栄栄一.中野武営が中心となってilliめられた。
この点については.各委f~ 会の翌~n の新llfl.例
えばrq，外商業新報u第 10208り・ (1914{I~ 9 Jj 

22 H). ~ 10212号 (1914 11; 9 J J 26 11 ) .第

10216 '~J (1914年9月30I:l)などで鰍じられて

いる。
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けれども我国の貿易l品l係は依然として輸入超

過の状態にあり.tえがit王i汚界の出i:I全楽観を許

さずるものあったので，大正三年決耐務省、は

fr~び国産奨励運動の必袋ーを 。11山lij し遂に全固有

力なる商工業者の会合となり .1人l国品の生産

を奨励し.其の国内使川の普及をl支lると共に

販路を海外に拡張することをIJ[1りとする国産

奨励会なる一大団{ふを組織し伏見宮貞愛親

王殿下を総裁に(!Ilぎ.段舟松方正義を副総

裁.男爵武井守正を会長‘に批Wgし基本金は

全固有志の笥::1;付に依って約 |ー万jJJを緋.上野

不忍池畔所在の勧業商品IW?filiinを日収し. 1主l

gfi品展覧会を い・・1lf.11mし|耳目E品巡回展覧会
を....目'I1[.J催したる外.1171国産品改良宣伝に|品l

する講演会.国産品研究会を開催し月刊雑

誌.国産時報の発行. Jtの他|ー1<1産品宣伝に|見l

する卒業を遂行したるが.大正ーヒ年二月.財

団法人の設立認可を受け.更に大正十年三月

博覧会協会と合併してl!1"I.J'I法人日本産業協会

と改称するに至った29)。

臨時産業合理局等は. ii'Tび阿注奨励運動の

必要を提唱し」と説明しているように，国産奨

励会やその設立について.全くの新規の動きで

はなく .それ以前に比られた「国産奨励運動

(国産品使用奨励運動)Jの延長線上の動きとし

て捉えている。

ただし同会に関わる人物の多様さからわかる

ように.明治則の局所rlりな迎似Jとは異なり.政

府はもちろん.皇族 ・下，，""1をも巻き込む国家的
な連動であった。また|司会の目的からもわかる

ように，明治則の川接的な迎励とは10;，なか
「国産品Jが前而にポjIし11'，された述ili1Jとなった。

2・2. 国産奨励会の目的

ところで この国産奨励会は.平山らが当初

思いJ苗いていたものとは必ずしも合致しない。

「無用者修なる外国品を排 し目之に替る可き内

国品を奨励して貿易の逆i~JJ を防ぎ.併せて国力

29)社会局・臨時産接合問)"j制 n米lilr愛川巡動概況j
H討手1I61，f.1ページ。

をや1
'
桜せん」とする「国産品使川奨励」という

当初Jの11的は，1主l産奨励会が掲げる目的の一部

へと後辺した。

なぜ.当19Jの相\';[li.J{このよ うなJr~になったの

か。この点を説明する資料は見当たらないが.

縫っかの1i'Ji")\イI'~ な資料をつなぎ合わせながら考

察してみたい。

同産奨励会創立|時の目的は.国産品の生産奨

励. 1五l産品の他JIl奨励.国産品の輸出奨励の3

つの奨励を合むものであり.そのことは会WJの

IjJに明記されている。この会f!lJは.設立趣意的

とともに • &i}( IE¥:列.中野らがIjl心となって

完成させた原案を.大正3年 10)'J 15 LIの閏産

奨励会総会において議定したものであるが.こ

の11的に|保つては， 15(案とは異なるものとなっ

ている。

総会での原案修正.会則第 1:粂の目的が修正

されるに至った??対には.創立までの準備WJUiJ

の起さがあったと考えられる。会則が完成し発

表されたのは.本絡的協議開始からほぼ lプJ月

後，総会 10LI Hliの 10月5日のことであった。

そしてここでようやく「発起人は全凶各府以，よ

り 三 ú:rï.十余名を嘱託する :Lj} とし . 上山;~!~il'H務

次官より地方長官に依頼し地方長恰・の手によ

り県I)~布数の人物を選任する事とし. 五日各府

県に宛て趣意牲を配布Jすることとなった30)。

つまり多くの発起人は.会則や趣意について不

ty"Jな点などを問い合わせる間もなく .選任され
守宅，、。

このような状況のなかで開催された総会にお

いて大U本製紙社長のJi~{山首太が，会WJ)J;(条

第一条「本会は内国品の生産を奨励し.;11，:の使

川を将泣せしむるを以て目的とすJ31)に対して

典を11f¥えた。「医|産品の普及は元より可なれど

従米外I'lil品が内同品を圧倒して大に1日ひられし

努Rrllも亦熟考せざる可らず即ち外品は品質優良

30) rllili権奨励会成るJr中外商業新報j~ 10222分.
1914年 10J1 6円 (竜門社編 f渋沢栄一伝，j己資
料j~ 56巻，渋沢栄一伝記資料刊行会.1964 

イド.282ページ)。

31) l，iLl'. 
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にして師絡の膝なるヰT.なり而して其原因は全く

外品が販路広く従って生産政安きに基因す放に

吾人は国産奨励と同時に大に販路の拡張をなす

の要ある可し政商務省のiV日査によれば独逸の東

洋方面への輸出額は一年三億九千万円に上ると

云ふ此際大に努めて之を圧倒するは緊急車なる

可しJという旨の見解を述べた。つまり.国産
品の使用奨励のための付Itjll的な目的として.生

産奨励とと もに.輸出奨励を掲げることを主張

した。そして規則案の修正を求め.r本会は内
国品の生産を奨励し其普及を計り併せて其販路

を拡張するを以て11的とす」への変更が認めら

れた)2)。

この変更が認められるまでのやり取りについ

ては不明であるが.設立他意書の中で「有用な

る我が生産品を天下に桁介して.必ずしも其の

翰入品に設らざるを明にし之が需要を践に

し産出の明加を促かし.又其長短を品隣して

改良の方法をl青年じ更に進んて販路を海外に拡

張するの計画を有さんとす〔傍点常者)Jと述べら

れており 33) 藤山の見解は.同会の趣意に概ね

沿うものとして受け止められたのであろう 34)。

いずれにせよ.このようにして国産奨励会の

目的は.多くの財界人を巻き込んでいく過程

で.渋沢.武井. '11野らが掲げた「国産品の生

産奨励.国産品の使fll奨励Jから.r国産品の
生産奨励.国産品の使用奨励.国産品の輸1'1'1奨

励」へと拡大したのであった。

さらに 目 渋沢. 武~I:. 中町・らが掲げた 「国産

32) i国産奨励会大会」神戸大学経済経営研究所 新
聞記事文W.fi時 r)~新制J 1914.10.16 産業 (一
般)(01-020)。

33) i国産奨励会成るJrqJ外商業新報j第 10222り町
1914年 10J1 6 円 (~ã:I勺社編 『渋沢栄一伝記資
料j第 56巻.渋沢栄一伝記資料刊行会. 1964 

年.283ページ)

34)政111の比解(総会での発言)と同会の走sfi:は.
国産品の輸出奨励の必~性という点では令致し

ているが.その快拠という点ではそのようには

2えない。旅1[1の凡併では.輸出奨励は生産
奨励とともに.Ikljl在dJ1の佼川奨励のための付l砲
的目的であったのに対して.経5ff.';;1}:では町愉11¥
奨励は岡im品の{史JIj奨励や生産奨励後に掲げる
べきわj次の日的であった。

品の生産奨励.国産品の使川奨励Jという目的

もまた.平山らが最初に構似していた団体の目

的とは拠なる可能性が向い。この点についても

史料的な111lJ約から不明なところが多いけれど

も.趣意書や新聞記事などの断片をつなぎ合わ

せながら.考察を加えておきたい。

平山らが最初に構想、していた団体の目的につ

いては.既出の平山の談を見る限り. r?~~Jn警

修なる外匡l品を排し.之に替る可き内国品を奨

励jという生産奨励とも使川奨励ともとれる表

現がmいられている。ただし上山の談では
il五|産品の使用を奨励Jという表現が用いられ
ており .r国産品の生産奨励」を I~I 的に掲げて

いなかったとは断言できないが.i凶産品の使

用奨励Jに目的が限定されていた可能性は極め
て日い。

ではなぜ.渋沢や中野が倒立に|刻わっていく

中で 「国産品の生産奨励.国産品の怯舟奨励」

を明確に目的として掲げるようになったのであ

ろうか。

定ß)~:司:は ， 両方の奨励をあわせて目的に掲げ

る必要性について.次のように説明している。

我国海外と貿易をIJfJきしよ り内国人は輸入

品の新寄精巧なるを悦び争・て之を用ひ.遂に

内国品は外国品に及ばずとの感想を生じ商

品を称揚するに舶来上苦手の語を以てし欧文

の標識なき物品は世人の注意を引くに足らざ

るに至らしめたり目此の風刊にして依然今日

の~II くんば. 無用の輸入を附加し. I大j国生産

の発達を阻害するは当然、の型にして 量甚だ

しく憂慮すべきに非ずや.顧みて生産者の状

況を察するに時勢に)，j)じて進歩改良を図り.

伝)1)を尊びて粗製濫造を戒むるの事に於て.

米だ造憾あるを免れず.仮令市要者の気風一

変するも生産者の行為をしてJtの意にi前たし

むる能はずんば.産業発達の好来を収むるを

得mliiし，走れ生産省ーの松も;Jtの意を致すべき
処なりとす35)

35) illililE奨励会成るJr中外Hli:波新羽u第 10222 ノ
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裂するに回国産品i主川奨励の必要性と.その

落とし穴について言及している。「欧文の標識

なき物品は世人の注意を引くに起らざる」とい

う風習を問題視し製品を仙)IJする側の問題と

その解決の必要性を指摘したうえで.製品を生

産する側の問題についても ~i 放している。 「進

歩改良を図り . 信川を.í!~(びて粗製i監造を戒むる

の事に於て.未だ遺憾ある」状況が変わること

なく .使用するU!IJの)gtt~1l1が変わ っ たとしても .

「産業発達の好果を収むるを1昨日!Uいとしてい

る。「産業発達Jという制点からは. 国産品の
使用と国産品の生産に対する一体的な奨励が必

要であることを説いているのである。

この考え方は. 大所~'~j jjlí'.大局的見地から多

種多様な企業の設立にかかわってきた渋沢栄一

の影響を感じざるを仰なし、。渋沢は f東京日日

新IIFJJの中で同政奨励会の勉旨に|則して.次

のような談を残している。

同会の趣旨とする所は我国の殖産工業をJ振辰
輿せしめ努めて外I~作同司王吋<1 品の輸入を|防功ぎ進んでで、は

輪出の発遥をj均朋U別jしU以、て包恒凶il'L山江の:1:(":科進を図らんと

するに外ならずず、左れば

種生産品に対対.し改良進歩を奨励すると|司l時に

我国民の忠怨は今尚往11、?の外|豆l品を珍重せし

気風を脱せず為に多くは，'dJf立の実質を問はず

して兎角は外国品を21ぶの状態なるがj析の如
きは国家の上より観てttだ袈ふべき現象なる

を以て極力之を-1-'1:'せ ざるべからず36)

この談を見る IU~ り • i~'UJ~にと っ て . 国産奨励

会は明治維新以来の産業保護育成のi.ikれの中で

挺生した多くの団体の一つにすぎないし「外

匡lu"llを珍重せし気風を脱するJための取り組み
は「内地の各純生産品に対し改良進歩を奨励す

、サ.1914 iド10n 6 11 (む川祉制 r&iN栄一伝
記資料j 寄~ 56 巻• i!"， i)~ x: -(t.; d己資料刊行会
1964年 283ページ)。

36) fl副産奨励会随行Jrlll}寸jJJ:経済経営研究所新
間記事文庫 Dk JX 11 11 ;?ji'IJflJ 1914.10.5 産業
(一般)(0ト014)。

ると同1I~j:に J 行われるべきものであった. とコー

えよう。アj'v、換えれば.1皮にとって凶産品の{史

川契/jjjJ とは 句 ~UfZ奨励に付|泌するもの. 愉 I'~'奨

励よ りも低次のものにすぎなかったし.それiii.
独での11(I()j主成は大きな意味をもたないもので

あったとdえよう。

以卜.のことを路:まえると.凶産奨励会のむIJ立

に渋沢らが1J11わる過程で.彼らの大}oj的な比地

がIfiJ会の趣FTに反映し「国産品使川奨励jと

いう 11(I(]のみの団体にとどまることをIUlんだの

かもしれない。

2-3. 国産奨励会の事業

国産焚励会のJ~.体的な事業内容は. 会HIJの郁

2条で定められており， i...... 一.I主limに|刻

する訓査.二.国産の品評会 ・展覧会与ーのmJ

11i 三.講話会の開催.凹，国産に関する質問

凶作五.会報の発行六:lt他必要なる司1

JfiJであった37)。

なぜこのような事業活動が設定されたのか。

なぜ平山らが仰げていた「保川容修なる外出品

を羽1=し.之に替る可き内匡l品を奨励して貿易の

逆ì~iJJ を |坊ぎ. 1J!:せて国力を{!l1張せんJとする 目

的の述!此に必!itーな，i無加者f多なる外国品を羽I:J

すためのJJi.業は表面iに掲げられていないのか。

臨時産業合理問の言葉'を)TJいて言い換えると.

í l五I ~i'i品宣伝に|刻する事業活動」作総にとどめ

られたのか。Ijij者の疑問については.それ以前

にIJHHtされていた各種博覧会の影斡もあるため

次杭に波ることとし守ここでは後者の疑問jにつ

いてのみ考察しておきたい。

「世!UIJ符修なる外国品を排」すための事故に

ついては. I刻税の設定 強化と考・えれば.凶産

奨励会がその担い手になることはありえない

しそれゆえ同会の卒業として掲げられていな

いことは当然のことであろう。 しかしながら.

後の|主!沌愛JIJjAyi)jに鑑みると. i無m幸子修なる
外|司品」とイJ用で、不可欠な外国品とを区別する

37) r l ~I i>t.奨励会成る J r中外商業新報j鈴 10222J'J. 
1914年 10JJ 6 [1 (T包I"Jネj編 f渋沢栄一伝;!己資
料J(:ji 56巻.渋沢栄一伝記資料刊行会，1964 
"1:.. 282ページ)。
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ための外国品に関する調査などが事業として掲

げられることはありえたであろう。

もちろん.この時点で具体的な事業を考え付

かなかった可能性も十分にあるが.当時の報道

などに目を通すと.あえて「無用者修なる外|到

品を羽I:Jすための事業を加えなかった可能性を

百定できない。

国産奨励会の立ち上げに大きくかかわった平

山成信は，新聞報道を通して.r国産奨励会を
目して.ljl.に排外思想、の柴田となす者あれども

それは大なる謬見なり.奨励会は前述の虫11く!I命

入を絶対に防止し 内国品を以て充てるに~I:

ず.輸入して利益ある原料品又は製作品は喜ん

で歓迎し......Ujt徒に舶来品てふ因習的美名に酔

ひて.Mi意味に甘受するは大いに排せざる可ら
ず 之に終ふるにより以上の内国品を調査して

奨励指導するが本会の目 的也jと語ってい

る38)。

同産奨励会の創立に大きくかかわった渋沢も

また.匡|産奨励会総会の演説のなかで.r吾人
は此国産奨励を以て決して極端なる排外主義を

樹立せんと欲するにも非ず輸入品の絶対的防圧

を企つるにも非ず例えば原棉の虫nき人肥原料の
;燐鉱石の~n きは寧ろ盛に其輸入を計りて以て我

国産業の発展に資せんこと本会の主旨とする所

なりただ.要は外品を侠つまでも無く 内国にて供

給し得る物は充分之を助勢発達せしめて外品を

一掃せんとするのみ」と語り.これを新聞が幸11

じている39)。

さらに.国産奨励会長となった武井守正も.

「盲従的に国民をして国産以外のものは用ふ可

らずと言ふ程に国産奨励会は狭義のものにあら

ずして必要なる原料機械薬品染料の外国品輸入

は勿論内地品よりも外国品の品質優良なる乎若

くぱ価格低廉なるものは外国品を使用する事凶

38) rm行にM!Jえる阿産奨励会J神戸大学経済経営fiJf
究所新1m記事文liU. r読売新聞j1914.10.6 産
業(一般)(01-015)。

39) fl百Ijli'2奨励会大会J神戸大学経済経営研究所 新
Hfl;t己ヲJ1文五1;: ・ f時~ri-新報j 1914.10.16 産業(一

般)(01-020)。

民のl勝手たりJと.新聞を通して国民に伝えて
いる40)。

このように.排外思想をもっ団体といった負

のイメージを払拭しよう とする弁明が数多く報

道された。

同産奨励会の創立に際して.国産品の使J+J奨

励が目自 らの欲する外国品の持|斥奨励を導くこ

と.ひいては向らの購買行動そのものが統制さ

れることを懸念する国民が多くみられるように

なった。その一方で、.国産奨励会の関係者は.

その懸念が外国品の持i斥奨励と燕用の外国品の

排斥奨励との混同に起因することを国民に啓発

しようと努めた。そして.この努力の開始段階

で.医l民の懸念や反発が十分に残った状態の中

で. I五liTf奨励会は事業内容を定めたのであっ

た。

以上のように.国産品使用奨励やそれを包含

する国産奨励のための国家的な取り組みとして

誕生した国産奨励会ではあるが 「欧州大戦勃

発と共に園内産業は遥かに発展し我国貿易は

輸出超過を見るに至ったので国産奨励運動は柏、

衰微の観あったJと振り返るよう に41) 創立か
ら10il:eもたたない大正 10年3月.博覧会協会

と合併し 財団法人日本産業協会へと改称し

国産使用奨励という目的はもちろん 国産奨励

という 1I(10さえも後退させていく こととなっ

た。

結びにかえて

IIH和i淡TiirJUJの国産愛用運動の背景には.明治
則における外国品購求規則の制定とともに始ま

った明治則の運動と.国産奨励会の設立という

大正WJの連動があった。

明治則のそれは.局所的で.間接的な.匡l産

品使用(・購買)奨励運動であった。また国産

40) r栄凶一致の奨励会」神戸大学経済経営研究所新
Hfl3t.'.'Ji-文w.r中外商業新報j1914.10.26 産業
(一般)(01-023)。

41)社会J，.)・ 臨時産業合理局車両 『国産愛用運動概況j

Il{j和 611'.2ページ。
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品のf使史j刷甘 ( .購買)奨励.外|附t正川qll，山品I

口)i制U伊凶IJI限浪は. 多種多様な製品を I1孟lili正品Jや

「外国品」という枠組みで-t;rーして抑えて奨励

したり ililJ限したりすることの雌しさや弊特につ

いて政府官庁内の人々がま11る機会ともなっ

た。

大正WJの述動は，述副Jと11千ぶにふさわしい|さl

家的な国産や国産品がTiij而に/1¥た奨励述動で

あった。ただし国家的な述副Jになり多純多様

な人々が関わるなかで.それぞれの人の思いが

交錯し国産品使用奨励運動の lつとして始ま

ったはずの国産奨励会の立ち上げが.1主lili'Un'，の

*産奨励や輸出奨励という日的を抱き込み.llil 

産奨励運動という 1境昧な運動のなかに在ーき込ま

れていった。そして同会の存在広義.すなわち

他の団体との遠いが緋れていってしまった。

国産奨励会が， 同覧会協会と合併しJ!~' I対法

人n水産業協会へと改称したことはこのことの
証左とも言えるであろうし また当11与の新聞社

説のなかにも.この点ついて以トーのように"fi)止

しているものがある。

J折会の目的とする所はrJJ、l国品の~J:.i訟を奨

励し，其使用を普及せしめ.併せてHij:外にj坂

路を拡張すjと云ふに在りて.余りに之IZ)Uil

をlIi4Jむが如きの思ひM，きに非ず.・・・… 。 |玉II)~

の生産を盛にするたの必要は]孜て今LIに始ま

りたるに非ず，生産嫌なればJOft品はJムく|人l

外に其販路を求めざる可からず.J止れ!こilYJの

.rjT.にして.今更団体を設けて!折る向的の111(&

を絶叫するの頗る立外なるを忠はずんばあら

ず。

ただし同社説は.このような批判をする一方

で白以下のようにも述べている。

-一該会発起以後のrH米に枕て考えれば.

7)IJに意義の存するものあるを発比すべし

国産奨励会の望むïYÍ'は Jjí.に必泌たつ I)~

j血Lti輩の奨励のみに非ずして.状化川の製品

を同内に求めんとするの2.なるものあるを忠

ふ.此意味に於ては71・人も同会の佐i的に賛成

を'11jむものにゴ1"ず42)

本石:Jのj也宵にそって要約しなおすと. 1歪|産奨

励会はその立ち 1'.げかられIJ_I';~ に至る過程の中

で.IItl;fIl1itli.HijJUJの11¥1産愛川迎)WJへとつながる道

筋から逸れていったけれども.あらためて.そ

の道筋に戻ることの必批判:が主張されている。

このような軌道11釘巨の必要性.すなわち国産

品使用奨励運動に立ち返ることの大切さに気づ

いていたのは，国政奨励会の|人Jmlにも. 個人レ

ベルではいた。一例をも って示せば.匡l産奨励

会長 ・武井守正は 「外l:lil品の品質優良なる乎若

くば価格低版なるものは外|主l仏を使用する事国

民の勝手たり iiXに ~U(名目に対しては国民をして

国産を愛用せしむべく JI~i!Sの注立と努力を欲せ

ざる司らずJ43)という 百~染を践している。生産

者は単に努力するのではなく. 1包|民をして国

産を愛II:JせしむべくJ努力をする必要があるこ
と.そして.その努)Jの前提と して「注:古Jが
必要であることを述べている。まさに "生産

者が国民 (消官者)にit:Cf:を向ける.という視

点こそが欠孫していることに気づいていた。そ

して.その気づ きこそが 「使J1JJではなく.

「愛用」という言集を使わせたのであろう。

そして，同産奨励迎dUJという 11愛l床な運動のな

かに巻き込まれていった1:I¥]ili'i奨励会の問題に気

づいていた人がいたからこそ. II[{和ii没TiiTJ明に.

国産品使川奨11I)J，ニル.ら返ったような11千羽;の国産
愛用連動が生じたのかもしれなし、。
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42) I1量産奨励会Jtlll) ij(";主経済給公研究所 新1m記
ヱFx!at.rll本新IHIJ1914.10.17 陀業(一般)
(01・021)。

43) 1挙凶一致の奨励会Jtlll} i大学総消経営研究所
新11fI記']i文1・10'. rtJ 1外i賄業新卒IU1914.10.26 産
業(一般)(01-023)。


